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研究成果の概要（和文）：「汎用的な資質・能力」は子どもに育成すべき論理的思考力であり,その育成は彼ら
のキャリア形成において重要である。現在の教員養成プログラムにおいて,こうした課題は反映されていない。
本研究では,課題解決のために,理科教育を事例として,プログラムの開発を行った。開発したプログラムによる
教授モデルを教員養成系学生に習得させた結果,彼らは「汎用的な資質・能力」を育成するための方法を習得す
ることができた。
     

研究成果の概要（英文）： Generic Skills are taking on increased importance in many countries. 
Generic Skills are known as logical thinking abilities which are based on the views of employers and
 educators. Therefore, Schools have placed students’ development of generic skills high on the 
agenda. Limited empirical studies can be found on how these skills learning outcomes are achieved 
within the curriculum. In this study, preservice education programmes for elementary and secondary 
school science were developed to improve these tasks.  An instructional model for these skills and 
attitudes was identified to reflect in preservice education programmes. As a results of this, 
students in these courses have mastered the various ways to make children acquire Generic Skills.   
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１．研究開始当初の背景 

  欧米において取り上げられ,日本において

も「汎用的な資質・能力」として捉えられて

いる学力を,的確に育成できる理科教員養成

プログラムの開発が,本研究の目的である。

学力に関する議論は,現在,盛んになされる

が,教員養成プログラムへ反映させるための

議論は稀薄である。 

また,理科教育への苦手意識が強い教員が

増大している状況の解決においても,本研究

の取り組みは喫緊の課題のために必須であ

る。欧米においても新しい学力論に基づく,

理科教員養成プログラムの開発は盛んにな

されている。 

日本において,次期学習指導要領の改訂

(平成 29 年告示)の主要課題として「汎用的

な資質・能力」の育成が指摘される今日,こ

うしたプログラムを開発し,教員養成系学生

への学習プログラムとして機能させていく

意義は大きい。 

 

２．研究の目的 

 知識基盤社会の初等・中等・高等教育の目

標として,欧米においてはキー・コンピテン

シーやジェネリク・スキルと称される「汎用

的能力」の育成に関し多様な視点から提案が

なされている(その動向は,National Center 

for Vocational Education Research(2003) 

Defining generic skills :At a glance に

詳しい)。日本においても,DeSeCo の影響の

もと,学校教育法において学力要素としてこ

うした能力,すなわち「汎用的な資質・能力」

の育成が目標とされている（文部科学省

(2014)「育成すべき資質・能力を踏まえた教

育目標・内容と評価の在り方に関する検討

会」報告）。 

 学力論議の一方,こうした視点を加味した

大学における教員養成プログラムの開発に

関する研究は稀薄である。その中でも理科教

育においてその傾向は顕著である。その結

果,例えば,小学校現職教員の 50％が指導に

苦手意識を感じ,74％が知識・技能の評価方

法に関する知識や技術が低いと自己評価す

る,という状況を生起させている（国立教育

政策研究所(2008)「平成 20 年度小学校理科

教育実態調査集計結果（速報）」）。適切な

プログラムの開発は喫緊の課題である。 

 こうした課題解決を図る現代の教員養成

で念頭にすべきキーワードがある。それは,

シュルマンが提唱した「授業を想定した教育

内容の知識(Pedagogical Content Knowledge 

略称 PCK ) とショーン が提起した「反省的

実践家(Reflective Practitioner)(『専門家

の知恵』（佐藤・秋田訳(2001)ゆみる出版)

である。二つの概念の実現が教員養成プログ

ラムを構想する上で,必須事項とされなけれ

ばならない。 

学校教育において児童・生徒に育成すべき

最も重要な内容は,上述した汎用的な資質・

能力とその教科における展開である。したが

って,教員養成系の学生に習得させるべき内

容はまさにこれらである。その具現化が PCK 

であり,その精緻化を図るために,教育実習

において,反省的実践家としての活動が求め

られると同時に,反省的実践家としての活動

の意味も習得させなければならない。 

  本研究では,小学校版と中学校版を学習

指導要領の理科の内容を対象として,小学校

と中学校の教員の協力のもとで開発する（理

科教育版 PCK の開発）。その上で,大学での

理科教育法の授業において,理科教育版 PCK 

を教授する。そして,講義を受けた学生が PCK 

に基づき反省的実践家としての活動ができ

るよう支援する。具体的には,教育実習の指

導教員の協力により,教育実習での理科授業

後,実習生と指導教員との面談を繰り返して

こうした能力の開発を行う。 

 こうしたプログラムの開発,評価,精緻化

を通してプログラムの有効性を確定し,研究

期間後の理科教育法の講義に供する。さら



に,その精緻化を図っていく。研究期間を通

して実行し,明らかにしたい内容である。プ

ログラムの開発,評価,精緻化により,研究期

間後も更新した PCK による理科教育法の講

義と教育実習が可能になる。 

 

３．研究の方法 

 「汎用的な資質・能力」を,児童・生徒に

育成できる理科教員養成プログラムの開発

が本研究の目的である。3 ヶ年での研究の遂

行を目指す。年度ごとの研究計画・方法は,

次のように進めた。 

（平成 27 年度の研究計画・方法） 

27 年度は「理科教員養成プログラムの開発

と実施」であり,以下のⅠ.～Ⅳ.の手順によ

り実行した。 

Ⅰ.理科教育において必要とされる「汎用

的な資質・能力」を以下の三つのカテゴリー

として措定する。 

（認知的能力の育成：問題解決,自己調整的

な学習等） 

（対人への関係能力の育成：コミュニケーシ

ョン,協同性等） 

（態度の育成：主体性,自主性等） 

こうした資質・能力の育成においては,問

題解決として学習が進められることと学習

を自ら調整しながら進めさせることを,先ず

理科教育の基本とする。 

これらの考え方は学習指導要領における

考え方及びキー・コンピテンシーやジェネリ

ック・スキルで指摘される内容,学校教育法

で規定されている学力要素の考え方と合致

する。三つのカテゴリーに則り,理科教育法

で学生が目標とすべき学習目標を,A～C 規

準のルーブリックとして分析する。 

Ⅱ.ルーブッリクとして示された理科教育

法での学習目標のそれぞれをパフォーマン

ス課題として示す。 

例えば,ルーブッリック「認知的能力の育

成：問題解決能力（児童・生徒における理 

科学習を通して育成すべき問題解決の能力

を学年ごとに具体的に説明できる）」,に対

するパフォーマンス課題は「理科授業におい

て,児童・生徒に問題解決の能力を育成する

上で,必要とされる学習活動を小学校・中学

校の理科教科書から,学年ごとに分析する。 

小学校では各学年 A・B 区分から一事例,

中学校では各学年一,二分野ごとに分析す

る」という課題の開発が考えられる。 

Ⅲ.Ⅱの学習において学生は多くの資料を

用いてパフォーマンス課題に対する解決を

図ることが求められる。その成果をポートフ

ォリオとしてまとめさせる。そこで,学習の

ための必要最低限の資料を提示する。提示す

る資料は,学習指導要領,理科教科書,教科書

以外の教材例,観点別評価規準とその事例,

学習評価方法の具体例,児童・生徒による理

科学習でのノートやワークシートでの自ら

の思考についての表現事例等である。 

この学習を動機として学生には,さらに自

らの必要性に応じて資料の収集を求める。 

Ⅳ.Ⅰ.～Ⅲ.で開発されたプログラムによ

る講義の実施。 

（平成 28 年度の研究計画・方法） 

28 年度の研究計画と方法の概要を右図に示

す。28 年度は「教育実習の実施と評価」であ

り,以下のⅠ.～Ⅲ.の手順により実施した。 

Ⅰ.前年度開発したプログラムにより理科

教育法を受講した学生の教育実習を実施す

る。学生の教育実習においては,指導案作成

において汎用的な資質・能力の育成を反映で

きるよう,研究者及び小・中学校の教育実習

担当教員とで共同で指導する。その際,教材

の提示,発問,児童・生徒の指導に用いるワー

クシート,観点別学習評価の分析等の具体的

な指導資料作成等の指導にも関わる。さら

に,授業を VTR に記録する。Ⅱ.の活動におい

てはこの資料が活用される。 

Ⅱ.授業記録 VTR により実習の指導教員,

大学教員,他実習生を交えた授業の反省的な



省察を行う。小・中学校の教員,大学の教員,

実習生という多様な視点から授業について

の省察を行う。指導資料,発問等の資料を基

に,汎用的な資質・能力を児童・生徒に育成

する授業であったかを反省的に省察する。こ

の状況も VTR に記録し,小学校・中学校の教

員,大学教員,実習生で共有し,次の授業にお

ける省察において活用される。 

これら反省的な省察は,一人の実習生では

なく,一つの学校において,複数の実習生を

対象とする。これからの理科教育において育

成を目指す能力育成について,複数の理科授

業から実習生に学習させることにより,その

理解と定着を確実なものにしたいからであ

る。 

Ⅲ.Ⅰ.～Ⅱ.の過程で収集した資料に基づ

き,理科教育における「汎用的な資質・能力」

の育成の視点を教育実習の事後指導を通し

て学生への定着を図る。教育実習で使用され

た指導案,教材,児童・生徒の記録のあるワー

クシートのコピー,観点別学習評価の分析

表,授業に関わる省察の記録について,再度

大学の教員と共に反省的に省察する。その上

で,学生自身に「汎用的な資質・能力」の育

成のための指導の内容と方法が身についた

かを自己評価させる。 

自己評価を踏まえて,再度こうした授業計

画の方法について学生へ指導を行う。また,

この指導時の状況は VTR に記録し,29 年度

の理科教育法での改定へ反映させる。 

（平成 29 年度の研究計画・方法） 

 29 年度の研究計画と方法の概要を以下に

に示す。29 年度は「教員養成プログラムの

再開発と再実施」であり,以下のⅠ.～Ⅳ.の

手順により実施した。 

Ⅰ.28 年度の研究の手順Ⅲ.の実習の事後

指導における学生の実習記録を総合的に分

析し,ルーブリックを修正し,妥当性を小・中

学校の教員との協議により検討する。 

Ⅱ.修正されたルーブリックに基づいて講

義で学生に示す。 

パフォーマンス課題を再度検討する。教育

実習で活用するのにふさわしい内容へと課

題を再度開発する。その妥当性についても

小・中学校教員と協議する。 

Ⅲ.Ⅱ.で再度開発されたパフォーマンス

課題,28 年度実習事後指導の状況を勘案し

ながら,学生に提示する資料を吟味し,修正

や付加を行う。 

Ⅳ.Ⅰ.～Ⅲ.で再度開発されたプログラム

により,講義を新たに開始する。翌年以降も

このサイクルを繰り返し,講義と教育実習内

容の更新を図る。 

 

４．研究成果 

 「汎用的な資質・能力」は児童・生徒が自

己調整により学習を進める中で育成される

ことが明らかとなった。すなわち,児童・生

徒が学習課題を明確にし,そ の上で課題解

決をし,さらに課題が解決されたか否かを振

り返らせることにより,学習が成立すること

を自覚させることである。 

こうした状況において,知識や 技能の習

得,論理的な思考の源泉である思考力・判断

力・表現力が育成されていく。具体的には,

次の二つの学習の成立を意図的に計画し,実

現することにより この目的は達成されるこ

とが明らかになった。  

・児童・生徒が明確な目的意識の基で,科

学概念構築の過程を自覚的に進めようとす

る,ラーニング・プログレッションズ

(learning progressionｓ)の具現化 の過程

で,彼らは当該の授業でねらいとする「汎用

的な資質・能力」を自覚的に習得していった。  

・ラーニング・プログレッションズの指導

と評価においては,児童・生徒への学習に関

わる即時的な評価である,変容的なアセスメ

ント(transformative assessment)が極めて

有用であることが明らかになった。 

 こうした二つの点を踏まえた理科教員養



成プログラムの実践は,教員養成段階,ある

いは初任者,さらには経験者においても必須

である。「汎用的な資質・能力」の育成が求

められている新しい教育課程の実施におい

ては,本研究の成果である上述した二つの知

見に基づく視点の転換が必要だからである。    

児童・生徒への「汎用的な資質・能力」の

育成は,理科授業においては指導と評価に関

するパラダイムの転換において実現可能で

ある。 
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